
 
 

 
 

 
 １ 趣旨・目的 

 

      消防本部における女性職員は、昭和４４年に初めて採用さ  
  れて以降、年々少しずつ増加しているが、平成２７年４月１日 
   現在でも消防吏員全体に占める女性の割合は約２．４％にと 
   どまっており、依然として低い水準 
 

    消防分野においても、女性の力を最大限に活用して組織の 
  活性化を推進するための環境整備が重要課題であり、消防庁 
  としても女性職員の更なる活躍に向けた取組を強化していく必 
  要があることから、各消防本部等の実態を調査するとともに、 
  女性職員が生き生きと職務に従事できる職場環境づくりを、ソ 
  フト・ハード両面から支援する方策を検討することを目的に検 
  討会を開催 

２ 委員  
 

   座長 武 石     恵美子     法政大学キャリアデザイン学部教授 

 委員 佐々木   常夫    株式会社佐々 木常夫マネージメント・リサーチ代表取締役 

 委員 岡田   真理子    和歌山大学経済学部准教授 
 委員 久保田 起美惠    東京消防庁矢口消防署長 
 委員 藤原      亜希子    横浜市消防局緑消防署予防課査察係長 
 委員 井上    元次    京都市消防局総務部人事課長（～平成27年3月）   

 委員 名畑      徹    京都市消防局総務部人事課長（平成27年4月～） 

 委員 伊佐地       剛    多治見市消防本部多治見南消防署長 

３ 検討経過等 
 

▶第１回検討会 H27.3.23 
 ・消防本部向け調査 
                  H27.4.17～5.12 
 ・女性吏員向けアンケート   
            H27.4.24～5.15  
 

▶第２回検討会 H27.5.27 
 

▶第３回検討会 H27.6.22 
 

▶第４回検討会 H27.7.13 
 

▶報告書公表  H27.7.29 
 

▶今後の取組に   H27.7.29 
 ついて通知 

※消防吏員は、階級を持ち、消火活動中の緊急措置等、消防法上の権限を有する。 

（人） 女性消防吏員数の推移 
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